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は， 8 からの選 を見 え， 学 会科政治学習において児童に しいと感じられる政治

を自分の身近なものにするために，模擬体験を り れた を計画・実践・省 し，その効果的な り に

関する事実をつくり，言 することを 的とした。 会科では，政治に関わる知識・理解の のもとに，

会的な判 や行動 の育 が必要となる。このもとに 実践では，模擬体験を り れ，児童に自分たちの

生活との関わりから政治を身近なものとして考えさせた。一時 の中の前 に 的な知識を習 させ，後

に模擬体験学習を行い，実感を伴った政治的教 の となる知識・理解に げられた。さらに 来，選 に

行きたい等，実際の政治行動に結び く が高められた。この 果を参照しながら，模擬体験学習の理

に けて，その効果や意 ， 展開上の 法，環境整 や条件設定等の について言 した。 
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 の  
 8 からの選 が始まり，民主主 を え

る国民としての政治的教 の 実が められている

（ ・ 山，20 8）。これに けて，京 教育

員会 20 や 教育 員会 20 7 等の 教

育行政では， 中高を一 する政治的教 を育 教

育の 的な学びの考え や学習 を し，学

教育 場での政治的教 教育の を っている。

で， 20 は，わが国の政治教育 進上の

題として， 会科や政治教育の 要 の認識が

いことや， 場での リ ラム開発に時 的な

がないこと等を し，政治的教 の 実に

けた 場での 会科の果たす役割が されている。

これらを まえ， は，政治的教 の となる

要な となる 学 会科政治学習（第 学

年）に する。 
 行 をみると， 実践 として， 200

は， 来の政治参 を すような内容 と 換させ

る 開発を行い， 20 は，政治的リテラ

ーに関わる テ ン ップ育 を した実践を

している。 政治的リテラ ーに関する実践

として， （20 ）は，政治的リテラ ー の

学習のあり を らかにするために，時事的な

を考え判 することが，それを する題材に

しいこと，また「判 の 」に いて ・

考することや， ーマン が 要になるこ

とを らかにしている。 判的 考に関わる 果

として， （20 ）は，政治の仕組みや政 内容

が され けるべきものとする政 判学習の

理を している。 的な視 から，

（20 8）は，「税金」を り上げる意 を し，

そのための くりの を 体的に してい

る。 ・ 20 8 は，政治的見 ・考え の育

を した の 理を らかにし， 体的な
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開発を行っている。 と は，参 や政治的リ

テラ ーの育 等を し， は，中学 会科か

らの概念的知識と 判的 考を組み み， は，

ンピテン ー 視の概念理解を 視している。これ

らの 果を受けて平 の実践を考えると，やは

り に 展開を行うことは しい。この は，

大きな 題として できる。 
で，実践上の 題として， 学 会科政治

学習では，「税金」「政治参 」「裁判員 」等の

的な意味内容となる用 や が くみられ，

な概念的知識を必要とする。そのため，発

上では，児童にとって「 しそう」や「よく分か

らない」等の内容として受け められている が

い。 
上の 題を り えるために， では，児童

にとって分かりやすい等の実感の効果が見 まれる

模擬体験に し， 全体におけるその効果的な

り を考える。ただし，その り に関する 行

や実践 上の議 は， 無に等しい。 
そこで は，児童が政治を身近なものとして自

分の 題にするために， 全体を通して身近な題

材を用いた模擬体験を複 回組み たな 学

会科政治学習の を計画・実践・ し，模擬

体験学習の効果的な り に関する事実をつくり，

言 することを 的とする。 
法は，次の つをとる。 

「国の政治のしくみ」（全 4時 ）に模擬体験を複

回（議会，裁判， ）組み み， 行 や

実践 にみられない たな 開発を行う。その

際に， 解でイ ージしにくい概念的知識となる

や用 は， ー ー として い，児童に一

時 の中の前 部にそれらの 的な知識・理解

を まえさせ，後 部に自分たちの 題に関わる

模擬体験を通して実感を伴うようにさせる（

計画の は の 資料による）。 
展開の実際と児童の感 による学習 果の概

を省 し， 全体からみる 実践の意 につ

いて考 する。 全体の内容 を 視する

会科 の特性ともいえるが， では， 全

体を通した学習 果の概 をみる プロー をと

り，とくに学習 果の概 を す児童の主な感

を り上げる。 
の 果を参照しながら，模擬体験学習の

理 に けた について言 する。  
 
 の  
平 2 年 学 学習 要 会 の「内容

の 」を まえると ），選 の 8 き

げのためか，第 学年前 に政治学習が置かれ

ることになった。しかし では， だ 行の

学習の後の政治学習となるために，実践の実 時

は， 2月となる。よって， 実践における児童に

は， に 上の政治的事 の 的な認識が

されていることになる。 
 
1 を の   
第 時（国会の働き）は，自分とのつながりから

国会の働きについて実感を伴って理解させるように

した。そこで 後に した学 近くの児童が

よく使う北山トンネル（写 参照）を り上げた。

このトンネルができたことで にまっす か

え，時 されたことで通 や通学に 利になっ

たことに させた。 の始めに，このトンネル

写 を して関心を高め，これを る の 3
分の が国から出ていることを知らせた。国の政治

を身近なものとして実感させた上で，国会の働きに

ついて学ばせた。 
実践後の児童のふり返りには，〇「決まった

で生活にかかせない や ， 院などさま まな

ものに使われている。」，〇「この や法 のおか 

 
写  の  
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げで私たち国民は平和で安全な生活をおくることが

できている。」，〇「自分がいつも利用している北山

トンネルも国などの補助を受けてつくられているこ

とが分かった。また，教科書などの身近なものも税

金でつくられているので，国会で話し合っていると

いうことを忘れずにこれからも生活していきたいで

す。」等がみられた。 
概ね児童は，身近な題材から議会や税あるいは国

民のくらしに関心を持ち，それらの知識・理解の意

味内容を整理しながら学習していた。 
 
2 模擬閣議と模擬裁判を通して  
第 2時（内閣の働き）は，児童が内閣を身近なも

のとして捉えて考えられるように，「模擬閣議」を計

画した。児童は，内閣の仕組みと働きを学習した上

で，グループごとに，それぞれに文部科学大臣や外

務大臣等の役割を持ち，模擬閣議を行った（写２参

照）。閣議テーマは，「2020年に限り，体育の日を東
京オリンピック開会式（7月 24日）に変更してはど
うだろうか」と設定した。内閣総理大臣役は，話合

いを進め，各大臣役は，それぞれの立場から発言し

ていた。児童は，大臣の仕事内容を教科書や資料集

で確認しながら閣議を進めることによって，内閣の

仕組みや大臣の立場を一層理解したことになる。各

立場には，次のような発言がみられた。文部科学大

臣「夏休み中なので，祝日にする必要はない」，環境

大臣「祝日になるとたくさんの人が出かける。渋滞

も起こり，環境に悪い」，国土交通大臣「祝日にする

と，交通渋滞が発生する。選手が移動できない」，外

務大臣「たくさんの国からお客さんが来るので，祝

日にしてみんなでおもてなしをするべき」，厚生労働

大臣「祝日にして，たくさんの人が開会式を見られ

るようにしたい」。 
実践後の児童のふり返りには，〇「今回，実際に

閣議をしてみて，それぞれの省によって，出る意見

が異なり，おもしろかったです。教科書に祝日など

も閣議で決めているということが書かれていて，自

分の身近なことに内閣が関わっていることを知っ

た。」，〇「それぞれの大臣がいろいろと違う意見を

言うので意見をまとめるのは大変だと感じました。」，

〇「内閣総理大臣は，国会で選ばれ，衆
マ

議員
マ

や参
マ

議員
マ

は国民から選ばれる。結果としては国民が衆議員，

または参議員の誰を選ぶかによって内閣総理大臣が

決まるため，国民が誰を選ぶかによって，政治が変

わる可能性がある。」等がみられた。 
模擬閣議では，一定の条件設定の中で活発な意見

交換が行われた。児童は，前時の国会の働きと結び

つけて複雑な内閣に関わる知識・理解の意味内容を

整理しながら（写 3参照），模擬閣議によるロールプ
レイを通して主体的に実感を伴って学習していた。

発展的には，修学旅行等で「参議院特別体験プログ

ラム」2）のような模擬体験学習を行えば，その効果

は一層高まるであろう。 
第 3時は，8年後，児童が裁判員に選ばれる可能

性があることを念頭に置き，デジタル教材を使用し

た模擬裁判を計画し，「NHK for School」の番組『昔
話法廷』より「白雪姫裁判」を視聴させ，裁判員と

して有罪か無罪か考えさせた。そのあらすじは，次

の内容とした。「とある法廷で，裁判員裁判が始まり 
 

 
写 2 模擬閣議の場面 

 

 

写 3 第 2時の板書の一場面 
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ました。裁かれる 人は， 。白雪姫に， リ

ン を べさせて そうとした罪に われています。

しかし， は『白雪姫に会いになんか行っていな

い』と全 定。 は， に白雪姫を そうと

したのでし うか」。 
児童の判決 ートをみると，有罪・無罪の有無と

その が され，意見交換がなされた。実践後の

児童のふり返りには，〇「裁判員 は国民が参

するので， にもすごく関わりがあると知らなかっ

たのでおどろきました。」，〇「裁判員 の り組

みによって国民の意見を している。」，〇「国民

の考えを生かすため 20 上の人から選ばれる裁

判員 もあり，もしも くがなったら，このこと

は生かしたいと いました。」等がみられた。 
児童は，模擬裁判の な リオのもとでの

レー ンを通して，知識・理解の内容を整理

しながら（写 4参照），自分ごとにして実感を伴って
裁判や裁判員 を考えていた。 

 

写 4 第 3時の板書の一場面 

 
3 模擬 して  
第 4時は，「よりよい 会を実 するために，自分

は ができるだろうか。」と い，まず 分立を学

習し，国会と内閣，国会と裁判 などの と

国民とのつながりについて理解させた。その後，国

民が 関わる 行動をまとめとして い，児童

は模擬 を行った。 8 選 の き げは， 2
の児童にとって身近な話題となり，選 の自分た

ちの生活と政治 の関わりをより実感できると考え

たからである。 
模擬 には， 選 理 員会による教材

を使用し，「模擬 選 」を行うことにした（写

参照）。模擬 を行う 前から教 に「選

」を りだした。「選 」は あったが，

児童の実 に合わせ「 き の活用」に関する立

補 の に決定した。児童は休み時 や の時

などに， と「選 」を見たり，誰に

するか話したりしていた（写 参照）。また，児童一

人一人に選 の 場 を し手 すことで，

日に けて意識を高めるようにした（写 7参照）。 
模擬 日は，実際に使用する や

を 用し， を行った。 場 や 用 も

に近 けた を した（写 7参照）。 日は，

児童の が受 を行い， との照合も行った（写

8 0 2 3参照）。なお， 日前 や 日

には，学 内の複 の教 員による立ち会い等の

が られた。「選 」を していたこ

とで選 に する関心が高くなり，また， の

を使用することができたことで，より 実味を

びた学習となった。 
実践後の児童のふり返りには，〇「国会や内閣，

裁判 の中心には国民がいるということを いて，

国民たちの選 が大 なんだなと いました。なの

で私は， 8 になったら選 行こうと います。」，

〇「 くは，よりよい 会を実 させるには，自分

のやくわりを果たすことが大 だと いました。な

なら， や ，国民 など国民が参 する

ことはいろいろあるからです。だから， くはこれ

から大人になったらいろんな政治に参 していきた

いです。」，〇「 8 になったら，しっかり選 に参

して，国が変わるための 人として役立ちたいで

す。」，〇「 にこの人ならまかせられると う人

に することが，今もこの も大 になってくる

と います。 年後，私はそのことを心にとめてお

きたいです。」等がみられた。 
模擬 による レー ン・ロールプレイ

の効果は，前の つの模擬体験を ねてきたことも

あり， 分に確認でき， くの児童には，その の

や行動にも がる実感がみられた。 えて，模

擬 時の 実的な環境や手 を用意したことも効 
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果があったと えた。これらから，模擬 の組み

み や学習環境の用意等の 要性が確かめられ，

この は， り上げる学習内容と 法によって，大

きく されるであろうが，今後の模擬体験学習の

理 に がる。 
 

  
全体を通して られた児童のふり返りには，

となる次の つがみられた。〇「 くは，これ

までの学習を通してたくさんのことが分かりました。

えば，前は政治のことでは金と らいしか考

えていませんでした。でもこの学習で国会，内閣，

裁判がそれぞれ 立していて全て国民が中心になっ

ていることが分かりました。そして， くは，より

よい 会を実 させるには，自分のやくわりを果た

すことが大 だと いました。な なら， や

，国民 など国民が参 することはいろいろあ

るからです。だから くはこれから大人になったら

いろんな政治に参 していきたいです。」，〇「この

学習を通じて，国会と内閣，内閣と裁判 ，裁判

と国がつながっていることが分かりました。また，

全てのところに国民の意見を させているという

ことも分かりました。今後の 来の 会をよりよく

するためには，選 をして，自分の意見を えるこ

とから始まることが分かりました。」，〇「私は，政

治について は自分にとって ど い なのだと

っていたが， していくうちにわりと身近なこ

となのだと うようになった。そう うようになっ

た理 には， 分立などの政治のしくみが大事だ

ということが分かったからである。このことを通し

て私は，政治は私 に身近なことであり，政治のし

くみをきちんと知ることが必要だと学んだ。また，

これからも政治について していきたいと う。」 
児童の政治学習 の関心は高まり， ， しい

と感じていた くの児童は，自分たちの生活に関わ

っていることに き，政治をより身近なものとし

て考えていた。また，一時 の中の前 に政治に関

する 的な知識の習 ，後 に模擬体験を行い，

実感を伴った理解に げられていた。さらに 来，

選 に行きたいなど，実際の政治行動に結び く

が高められていた。 
上から， の 果は，平 の 展開を見

えて， 学 会科政治学習において 全体を通

して模擬体験を複 回組み 開発を行った ，

そしてその実践を通して政治的教 の となる知

識・理解や主体的な に実感を持たせる教育効果

を した に， 行 や の実践 にみられなか

った， 全体を通した模擬体験の効果的な り

となる事実 くりとしての意 が られたことであ

る。このような模擬体験を 視した平 の実践の

によって， 8 からの選 に けた政治的教 の

的な資 ・能 の育 が できよう。 
上の 果を参照しながら，模擬体験学習の理

に けて，次の つの が言 できる。 
〇 を通して，自分に関わる 題（ 材）を用い

て， み なる模擬体験を組み を行うと，

実感が持てる 展開になる。つまり， しい用

・ に関する学習内容の知識・理解とともに，

実感を伴う 会的な判 や の ，行

動を すことができる。 
〇 展開上，模擬体験を組み 場 には，

な意 が見いだせる。 えば， 展開の前 部

か後 部に 置 けると， 的か 的に学習

内容の知識・理解やその活用を すことができる。

また発展部では， られた知識・理解を活用して，

会的な判 や の ，そして行動に

より効果的に くことができる。 えて， な

模擬体験の み ねによって，その教育効果はさ

らに発 されていく。 
〇模擬体験を複 回組み 場合，実感の効果の

なりを学習 に めるとともに模擬体験用の学

習環境（活動場 や特 な用 等）の整 あるい

は な活動となるロールプレイや レー

ン等による学習上の条件設定（考え合う場の設

定，話し合いのさせ や進行， な リオ等）

にも 分に する必要がある。 
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題には， 学 会科政治学習の実践 を 実

させるとともに， レー ン・ロールプレイ

の効果をより にみるために各 場 の ピ

ー や教 ・児童の発言等に した分 等があげ

られる。教育 法上の手 となる模擬体験学習の理

の議 も大きな 題となろう。 
 
 
） が国の政治の働きに関する内容は， を め，

内容の 2 を として すとともに，これまでの

（ 体や国の政治に関する内容），イ（日

国 法と国民生活に関する内容）の も め，

日 国 法や立法，行政， 法の と国民生

活に関する内容，イ国や 体の政治の 組

に関する内容として した。その際，イは，「政

の内容や計画から実 までの ，法 や との

関わり」を り上げるように すとともに，内容の

いで，これまでの「 の開発」を「 の開

発や活性 」と めた。 
2）国会を れた たちが， 員会・ 会議での

法 議をロールプレイ 式で模擬体験し 国会

の理解を める体験プログラム。h
o ro r ro r

h l 確認日 20 2 2  
 

  
200 学 政治学習の 一第

学年「わたしたちのくらしと政治」の場合一  会

科教育  44  77 8  
育 20 民主 会と政治教育  大学教

育学部 要   2 2  
20 「政治リテラ ー」を する 学

会科学習のあり 時事的な 題を「判 の

」に いて する  会科教育  
2  4 27  

教育 員会 20 7 『 ・中学 における政

治的教 を育 教育 資料 平 2 年 3月』   
20 8 「税金」に をあてた 学 会

科政治学習の 開発  等教育 リ ラム

  3 40  
・ 和 20 8 政治的な見 ・考え

の育 を した 学 会科 開発 第 学

年の が国の政治の働きに関する学習を事 とし

て  山大学大学院教育学 科 集   
24  

京 教育 員会 20 『政治的教 を育 教育を

進めるにあたって 学 ・中学 ・高等学 の

発 に じた政治的教 を育 教育にかかわ

る学習 集 』  
20 政 判学習による 学 政治

学習の 第 学年 「私たちの生活と政

治」を事 として  学院大学 集  人文・
自 科学  2  2 40  

20 テ ン ップ教育の開発

学 会科における政治学習の実践分 を通

して  学院大学大学院 集   7
70  

文部科学省 20 8 『 学 学習 要 （平 2
年 ）解 会 』日 文教出  

・ 山 20 8 選 年 の き げ

に伴う政治や選 に関する意識 会 教科

における政治的教 の教育の に けて  
民教育  2  7 2  

 
  
は，20 8年 月 4日に日 会科教育学

会全国大会（ 教育大学）での に したも

のである（日 会科教育学会全国大会発 文

集  4  2 2 7）。 にあたっては，主に

が政治学習に関わる理 ・実践 ・模擬体

験学習の理 を し， は主に実際の 計画

と実践を した。また， の実践は，平

2 年 確かな学 修 員会による

の一環としても行ったものである。 に

際しては， 員の 生 とも を ねた。感

し上げます。 
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  第   

時 平 2 年 2月 8日（ ）  立 学 年２組    教  

 
 「国の政治のしくみ」 

 

 が国の政治の仕組みに関心を持ち，国会，内閣，裁判 の働きとともに， の関 や と国民

の関 を理解する。 
 

の   

関心・意 ・  考・判 ・  能 知識・理解 
 が国の政治の働

きに関心をもち，意

的に べようとして

いる。  

 国会，内閣，裁判 の各 関が関

わり合って政治が行われているこ

とや，各 関の働きと国民との関

について考え，学習した や用

を用いて に している。 

 資料を活用し， が国

の政治の働きについて必

要な を み ってい

る。 
  

 国会，内閣，裁判 の各

関の働きを理解している。 
 の関 や， と

国民との関 を理解してい

る。 
 

て 

1   

〇 は，学習 要 の内容（２） 「国民生活には 体や国の政治の働きが していること。」につ

いて う。 が国の政治の仕組みについて，国会・内閣・裁判 それぞれの働きと， の関 や国民との関 を

理解することをねらいとしている。 
 
〇前 「 の いを実 する政治」において，政治は国民生活の安定と 上を るために大 な働きをしている

ことを学習してきた。 のための や法 の 定など，国や ， などが な り組みを行っている。これらの

学習を通し，政治が自分たちの生活に関わっていることを考えてきた。 
 
〇 では， や法 の 定に関わる国会や内閣，裁判 といった，より 体的な国の政治の仕組みを べた上で，

国民との関 や， 分立の 要性に かせていきたい。また， 要 では「国会の働きと関 けて内閣や裁判

の働きを り上げ の関 を理解できるようにする」とあることから，「知識・理解」中心の学習になるが，

会の一員である児童にとっても確実に身に けておきたい内容である。さらに，祝日の意味や選 が 8 に き げ

られたこと，裁判員 などを り上げることを通して，児童にとって政治は自分に関わる身近なものと実感させ，主

意識の育 につなげていきたいと考え， を設定した。 
 

2   

〇 学年の 会科「日 の 」の学習においては， をもとに 題を設け，教科書や資料集を用いて べ，自分たちで

まとめる学習を行ってきた。また，グループ学習を意 的に り れ，考えを 有したり，話し合ったりすることで，

学習した用 や を用いて自分なりに 時のまとめができるようになってきた。しかし， べ やまとめ には 人

が見られる。実際に見たり いたりすることができない を身近なものとして捉えられず，関心を持てない児童も

いる。 
 
〇児童が政治分 に意 ・関心を持って学習に り組 ことができるよう，時事 題などを り上げ，自分に関わりのあ

ることとして捉えられるようにしていきたい。また，知識が定 するよう，大 な用 や を さえるだけではなく，

えたことを活用する場 を設け にあたっていくことが必要である。 
 

3   

身近な話題を り上げ，自分とのつながりを意識させることで，実感を伴った理解ができるようにする。 
・政治に関する 事や話題になっている事 （ 知事選 や衆議院議員選 ， 8 選 など）を り上げるこ

とで，自分に関わる 題であることを意識させる。 
・自分の立場を 確にし，学んだことを生かして自分の考えを文 にしたり， えたりする時 を設ける。 

 
学習した や用 を用いて， 時のまとめを自分なりにまとめ文 に したり， えたりすることで，知識の定 を

る。 
・学んだ内容や，その時 でおさえる用 や の理解を し， 時 自分で学習のまとめを ートに書く活動を り

れる。 
・グループ学習を行い，自分たちがまとめたことを 有したり話し合ったりした上で，グループのまとめを発 し合う。

各時 や における大 な用 や を全体で確認した後， 人に し，もう一 自分のまとめを り返らせること

で，大 なことを確実におさえられるようにする。 
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の  

 めあて 主な学習活動 ・児童の   上の 意  する用 ・   
 資料 

 

時

 

 
 
 
 
国会の働きについて べる。 
・衆議院と参議院からなっており， や法
を決めている。 
・国会議員は選 で選ばれる。 
・選 は，国民が政治に参 するための大
な 利である。 

 
国会の働きのうち，「 を決める働き」を
り上げ，自分たちの生活とのつながりを
べる。 

 
分立の に，国民と国会の関 を書き
。 

 
 
 
 
国会の働きが， にも関わりがあるこ
とを捉えさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・北山トンネル
の写  
・北山トンネル
の 設 の
グラ  
・国会議事 の
写  
・国 （
出）のグラ  
・ デジタ
ル ンテン

 
 
 
 
・ 分立の  

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

                                                                
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
内閣の働きと仕組みについて べる。 
・内閣総理大臣が中心になり，国民のための仕
事を行っている。 
・内閣のもとで， な省 が仕事を行ってい
る。 

 
分立の に，国民と内閣の関 を書き
。 

・国民と国会のように，内閣も国民とつながっ
ている。 
・国会と内閣も関 があるのではないか。 
 

2020 年に限り「体育の日」を変更する が
上がっていることを り上げ，グループごと
に模擬閣議を行う。 
・自分の いだけでは法 を決めることはで
きない。 
・祝日を決めることにも内閣が関わっている。 
 
 
 
 
 
裁判 の働きと仕組みを べる。 
・裁判員 によって，国民も裁判に関わって
いる。 

 
分立の に，裁判 と国民の関 を書き
。 

・裁判 も，国会や内閣，国民とつながってい
る。 
・ 全てが関 し合っている。 
 

デジタル ンテン を使用し，裁判
の立場で ， の話を き，自分の考え
を ートに書く。 
・結 を出すのが裁判 である。 
・ 高裁判 の裁判 は，より が い。 
 

 
 
 

のための に内閣が関わってい
ることを かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内閣総理大臣や国務大臣の立場に立って考
えさせることで， や法 に いて国民
全体を考えて仕事をしていることを実感さ
せる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

がそれぞれ国民と関わっていることに
かせる。 

 
 
 
 
模擬裁判を通して，裁判 の仕事や に
かせる。 

 

・日 の と
出のグラ
 

・内閣の写  
・祝日に関する

事 
・2020 年の体
育の日に関
する 事 

 
・ 分立の  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・裁判員 の

ター 
 
 
 
 
 
 
・ 分立の  
 
 
 
 
 
・ デジタ
ル ンテン

 
「昔話法廷」 

・理   

国会は国の の を話し合っている

と，国会議員は選挙で選ばれる とを理 し

ている。 

・理  内閣は内閣総理大臣が と

なって，国の仕事を めている とを理 す

る。 

国会 衆議院 参議院 選挙 国会議員 予

算 

内閣 内閣総理大臣 大臣閣議 

国会は，私たちの生活とどのように関

わっているの うか。 

内閣は，どういうと で私たちの生活

と関わっているの うか。 

関 ・ ・  が国の の に

関 をもち， に ようとしている。 

 

を活 し， が国の の に い

て な を っている。 

裁判 は，どのような仕事をしている
の うか。 

裁判  裁判員  裁判員 

・理  

裁判 は，国民の を るために仕事を

している とを理 している。 

 

を活 し， が国の の に い

て な を っている。 
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時の  

） 時のねらい 国会の働きを意 的に べることを通して，国会の働きや，国会議員は選 で選ばれていることを理解

する。 
2） 時の  

  
 
 

分立の を見て， と国民の関 を考
える。 
・国会・内閣・裁判 は，お いにつながって
いる。 
・それぞれ，国の大事な仕事を分 している。 
・ の中心には，国民の いや意見がある。 
 
〇事前に教 内で して置いた「選 」
の主 に して，模擬 を行い，有
の立場から「 き の利用」について考える。 

 
自分が 8 になったとき，どんな考えを持
つ人に したいか，自分の いを ートに
書く。 
・ 民の いを国会に えるため， 民との話
し合いをたくさんする人に したい。 
・ 政 を してくれる人に したい。 
 

 
 
 

それぞれが大 な働きをしており，
に関 し合っていることを捉えさせる。 

 
 
 
 
 
身近な 題の意味・意 について考え，判 ・
させ， を実感させる。 

選 理役の児童には，事前に 務内容を理
解させて置き， を実感させる。 
今までの学習を り返り，国民が政治に関心
を持つことが大 なことに かせる。 

 
 
 
 

 
・ 分立の  
 
 
 
 
 
 
 
 
・「選 」
ター 

 
 
・ 知事選

 

 学習活動  〇教 の働きかけ ・児童の  意  〇資料  

 

分
展
開 

 
 

分 

 北山トンネルの写 から，トンネル
設に国のお金が使われているこ

とを知る。 
 
 
 
 
２ 国会の働きについて確認する。 
  
 
 
 
 
 
 

 や法 を決めている働きに
し，自分たちの生活とどのような
ところで関わっているのか べ，グ
ループで に書いて発 する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全 
 
 
 
 
 

全 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

北山トンネルの写 を見せ，国会
が自分たちの生活にもかかわって
いることに関心を持たせる。 
トンネル 設 の グラ から，
設 の一部が国の であるこ

とを み らせる。 
 
国会の働きを，教科書を使って確
認する。 

デジタル ンテン を視聴
し，国会は衆議院と参議院がある
ことを確認する。 
・国会議員は選 で選ばれる。 
・国会は， や法 を話し合って決
めている。 
国会の働きのうち「 を決めて
いる働き」を り上げ， の使い
を に書かせる。 

・ や を っている。 
・教科書は国の で られている。 
・ からの にも国の が使
われていた。 

を整理し，どんな 的で
が使われているのか考えさせる。 
・もっと らしやすくなるように。 
・国民が安全に らせるように，
を使っている。 

のために法 が られて
いたことを り返り，法 も国民
の安全や生活の 上を考えて 定
されていることを さえる。 
〇 を整理し，国会の働きについ
てまとめさせる。 
・国会では，国民がより らしやすく
なるように話し合っている。 
・国会は，国民が安全で に らせ
るように，国民のことを考えて仕
事をしている。 

ートや資料を り返
り，前 とのつながり
を意識できるようにす
る。 
〇 （国・ ） 
北山トンネルの写  

 
〇国会議事 の写  

デジタル ンテ
ン 「国会・衆議院と参
議院」 

 
 
 
 
国の のグラ  

には い言 で書
くようにする。 

 
 
 
 
 

をもとに，国会と自
分たちの関わりを意識
させながらまとめるよ
うにさせる。 
グループの発 を通し，
大 な用 や に
かせる。 
・理 国会議員は選

挙で選ばれる とや，国
会の に いて理 し
ている。 ・発  

関・ ・   
の に関 を

ち， に ようと
している。 ・発  

国会は，私たちの生活とどのように
関わっているの うか。 

 

 よりよい 会を するために，
は がで る うか。 

考・判 ・  
は国民の いや を に めら

れ，大 な をしている とを考え， に
している。 

関 ・ ・  

私たちの生活と の関わりに いて関 を

ち， に する考えを んで している。 

  法  法  
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の  

 体の （ ） と判 する 体的な  の児童に する手だて 

知識 
・ 
理解 

 国会の働きや国会議員が選 で

選ばれることについて，学習した用

や を使ってまとめている。 

 国会の働きや国会議員が選 で選ば

れることや，国民の生活 上のために

や法 を決めていることを理解し

ている。 

国会の働きや国会議員が選

で選ばれることについて，

書を使って学習内容を り返

らせる。 
 

時の板書  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め

分 

 国会の働きについて，分かったこと
をまとめる。 

 
 
  
 
 分立の に，自分と国会の関
を書く。 

 ートに ー ー （衆議院，参議
院，選 ， や法 ）を使って，
時のまとめを書かせる。 

 
 
 
〇 を通して 分立の を
させていくことを える。 

選 を しく行使す
ることが大 であるこ
とをおさえる。 

 
 
 
〇 分立の  
今まで学習してきたこ
とをもとに考えられる
ようにする。 

 

                             

                                    
    〈国会の仕事〉     ・予算・法律を決める。               
         国会          ・内閣総理大臣を選ぶ。 

   衆議院  参議院    ・憲法改正の発議をする。           より暮らしやすくするため   安全に暮らせるように 

        ↑選挙      ・裁判官を裁判する。 

        国民          ・条約を承認する。  

しんちょうに話し合うため  ・内閣を監督する。 

国会は，選挙で選ばれた国会議員が，国民がより
暮らしやすくなるように，予算や法律を決めている。 

国会は，私たちの生活とどのように関わって
いるのか，国会の仕事をもとに考えよう。 

 教
科

書 

道
路 

学
校 

大
き
な

病
院 

国会は，選挙で選ばれた国会議員が，国民がより

暮らしやすくなるように，予算や法律を決めている。 
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